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Abstract
　The  present  study  investigated  the  relation  between  helper’s  reaction,  seeker’s  evaluation  of  help,  and  help-seeking 
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もの一つに○をつけて下さい。」という教示のもと、「 1 ：深刻ではなかった」～「非常に深刻だった」の ５ 件法で回答
を求めた。④相談した時期：「その相談をしたのはどのくらい前のことですか？○日、○週間、○ヶ月などで答えてくだ
さい。」と教示し、「約　　前」と書かれたスペースに数字の記入するように求めた。




したか？あてはまる数字一つに○をつけて下さい。」と教示をし、「 1 ：あてはまらない」～「 ５ ：あてはまる」の ５ 件
法で回答を求めた。
　援助要請意図の変化　援助要請後の援助要請意図の変化を尋ねた。「相談したいという気持ちはその相談の前後で変化




あてはまる数字一つに○をつけて下さい。」と教示し、「 1 ：あてはまらない」～「 ４ ：あてはまる」の ４ 件法で回答を
求めた。






　まず、悩みの有無に性差があるか検討するために、χ ２ 検定を行った（Table 1 ）。その結果、性別による有意な差は
認められなかった（χ２ =1.8４, n.s.）。次に、相談の有無に性差があるか検討するために、同様にχ２ 検定を行った（Table
２ ）。その結果、有意な差が認められ、男性に比べて女性の方が相談を行うという結果が示された（χ ２ =1２.19, p<.01）。
Table １ 　悩みの有無の性差 Table ２ 　相談の有無の性差
男性 女性 合計
悩みあり 116 201 317
悩みなし 13 13 26
合計 129 214 343
男性 女性 合計
相談あり 81 173 254
相談なし 35 28 63




























第 8 項目「もっと自分自身を尊敬できるようになりたい」のみ、負荷量が .0４と極端に低い値を示したため、第 8 項目を
除いた 9 項目の回答の合計を自尊感情得点とした。最後に、この 9 項目からなる尺度の内的整合性を検討するため、α
係数を算出したところ、値は .89であった。
各変数間の基本的な関連
　各得点の性差を検討するため、t 検定を行った（Table 3 ）。その結果、情動解放において有意な性差が見られ、女性
の得点が男性に比べて高かった（p<.01）。
Table ３ 　各変数の記述統計と t検定の結果
Mean SD Mean SD
自尊感情 28.32 (7.54) 26.44 (7.65) 1.84 9~45
悩み 3.44 (1.15) 3.40 (1.08) 0.27 1~  5
肯定的応答 17.75 (3.72) 17.92 (3.77) - 0.34 5~25
否定的応答 6.91 (3.02) 6.32 (2.52) 1.53 4~20
情動解放 7.73 (2.05) 8.41 (1.49) - 2.68 ** 2~10
他者からの支えの知覚 15.44 (3.36) 15.76 (2.97) - 0.57 5~20
対処の混乱 5.88 (2.41) 5.41 (1.97) 1.63 4~16
他者への依存 15.26 (4.14) 15.23 (4.15) 0.69 7~28
問題状況の改善 13.44 (2.83) 13.52 (2.83) - 0.20 5~20
援助要請意図 3.69 (0.97) 3.72 (0.98) - 0.24 1~  5
**p＜.01
男性 女性
t値 得点範囲n =81 n =173












1 性別 ― -.11 -.02 .02 -.10 .19 ** .04 -.10 -.04 .01 .01
2 自尊感情 ― -.15 * .11 -.12 .09 .18 ** -.18 ** -.39 ** .17 ** .10
3 悩み ― -.02 -.03 .02 -.11 -.04 .14 * -.17 ** .04
4 肯定的応答 ― -.28 ** .53 ** .73 ** -.20 ** -.16 ** .67 ** .44 **
5 否定的応答 ― -.22 ** -.32 ** .64 ** .59 ** -.13 * -.28 **
6 情動解放 ― .54 ** -.20 ** -.21 ** .43 ** .30 **
7 他者からの支えの知覚 ― -.30 ** -.29 ** .85 ** .42 **
8 対処の混乱 ― .71 ** -.13 * -.29 **
9 他者への依存 ― -.13 * -.21 *
10 問題状況の改善 ― .34 **
11 援助要請意図の変化 ―
n =254
*p <.05, **p <.01
性別は男性=0, 女性=1のダミー変数である





































































































in helping: Vol. ２. Help-seeking. Academic Press, pp.3-1２.
榎本博明（1997）．自己開示の心理学的研究　北大路書房
本田真大 ・ 新井邦二郎 ・ 石隈利紀（２008）．中学生の悩みの深刻さ，援助要請時に受けた援助，受けた援助の期待との一
致，援助評価と学校適応の関連の検討　筑波大学心理学研究，３6，５7－6５．
本田真大 ・ 石隈利紀（２008）．中学生の援助に対する評価尺度（援助評価尺度）の作成　学校心理学研究，８ ，２9－39．
本田真大 ・ 石隈利紀 ・ 新井邦二郎（２009）．中学生の悩みの経験と援助要請行動が対人関係適応感に与える影響　カウン
セリング研究，４２，176－18４．









Rosenberg, M.（196５）. Society and the adolescent self-image. Princeton, NJ: Princeton University Press.
高木修（1997）．援助行動の生起過程に関するモデルの提案　関西大学社会学部紀要，２9， 1 －２1．
山本真理子 ・ 松井豊 ・ 山成由紀子（198２）．認知された自己の諸側面の構造　教育心理学研究，３0，6４－68．
